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１．第1回審議会での意見と対応案
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２ ．投資・財政計画の検討条件
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■主な項目の検討条件
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項  ⽬ 条   件

処理区域内⼈⼝ 平成27年から令和4年までの実績値より平均年次⼈⼝減少率を算出し、以降同程度減少するものと想定

⼀⼈当たり有収⽔量×⽔洗便所設置⼈⼝

※ ⼀⼈当たり有収⽔量：令和4年度実績値に対し、毎年同程度で令和15年度までに3％減少するものと想定

※ ⽔洗便所設置済⼈⼝：「岐⾩県汚⽔処理施設整備構想」で想定した接続率を、処理区域内⼈⼝に対し逆算

下⽔道使⽤料 年間有収⽔量×使⽤料収⼊単価（令和4年度実績）

建設改良費 事業計画を元に算出

既存償還分＋事業計画の財源として想定している新規借⼊分

※ 新規借⼊は据置期間5年、償還期間30年、利率1.15％で算出

令和5年度予算額に昇給率を乗じて算出

※ 昇給率は毎年0.1%の上昇を想定

令和5年度予算額を基準に物価⾼騰の影響が想定されるものについては物価上昇率を乗じて算出

※ 物価上昇率は内閣府「中⻑期の経済財政に関する試算」のベースラインを採⽤

動⼒費 令和5年度予算額に物価上昇率と想定される処理⽔量の増減率を乗じて算出

年間有収⽔量

企業債

⼈件費

諸経費

第2次恵那市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン総合戦略の人口推計に準じる増減率で算出



２ ．投資・財政計画の検討条件
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■物価上昇率の検討
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物価上昇率は、内閣府「中長期の経済財政に関する試算」や民間のシンクタンクに

おいて予測がされています。今回の試算では直近（令和5年7月25日）の内閣府試

算のうち「ベースラインケース」を採用しました。
▶内閣府試算

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

2023.7.25 ベースラインケース 2.6% 1.9% 1.2% 0.8% 0.7% 0.7% 0.7% 0.7% 0.7% 0.7%

2023.7.25 成⻑実現ケース 2.6% 1.9% 1.8% 2.0% 2.0% 2.0% 2.0% 2.0% 2.0% 2.0%

▶⺠間試算

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

2022.2.24 ⼤和総研 0.8% 0.8% 0.8% 0.8% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% −

2022.10.12 ニッセイ基礎研究所 1.1% 1.3% 1.3% 1.5% 1.5% 1.7% 1.6% 1.5% 1.3% 1.3%

2022.12.23 みずほリサーチ＆テクノロジーズ − − 1.0% 1.0% 1.0% 1.0% 1.0% 1.0% 1.0% 1.2%

2022.1.11 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング 0.6% 0.5% 1.6% 0.4% 0.4% 0.4% 0.4% 2.5% − −

平均 0.8% 0.9% 1.2% 0.9% 1.0% 1.1% 1.0% 1.5% 1.1% 1.3%



３．投資・財政計画の検討結果
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■処理区域内人口

処理区域内人口は各事業とも毎年減少します。特に特定環境保全公共下水道事業と

農業集落排水事業において減少率が高い見込みです。

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

合計 31,010 30,609 30,246 29,877 29,508 29,140 28,771 28,401 28,032 27,663 27,295 26,926 26,558

個別 67 67 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57

農集 2,193 2,138 2,096 2,054 2,012 1,970 1,928 1,885 1,843 1,801 1,759 1,717 1,675

特環 12,081 11,896 11,671 11,448 11,225 11,002 10,779 10,556 10,333 10,110 9,888 9,665 9,442

公共 16,736 16,575 16,479 16,375 16,271 16,168 16,064 15,960 15,856 15,752 15,648 15,544 15,441
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３．投資・財政計画の検討結果
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■有収水量

処理区域内人口減少の影響により有収水量も各事業で年々減少する見込みです。

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

合計 3,388 3,350 3,308 3,259 3,209 3,169 3,129 3,086 3,044 3,002 2,961 2,919 2,879

個別 8 8 8 8 8 8 8 8 7 7 7 7 7

農集 206 195 191 187 182 179 176 172 169 165 162 159 155

特環 1,317 1,306 1,280 1,252 1,224 1,201 1,179 1,156 1,132 1,109 1,087 1,065 1,043

公共 1,857 1,840 1,829 1,812 1,795 1,781 1,767 1,751 1,735 1,720 1,704 1,688 1,673
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３．投資・財政計画の検討結果
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■下水道使用料

処理区域内人口の減少により、各事業とも年々減少する見込みです。

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

合計 663 656 652 639 629 621 614 605 597 589 581 573 565

個別 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

農集 38 37 38 35 34 34 33 32 32 31 30 30 29

特環 251 247 245 237 232 227 223 219 214 210 206 201 197

公共 373 371 368 365 362 359 356 353 350 347 344 341 338
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３．投資・財政計画の検討結果

9

■建設改良費

事業計画を基に、各事業の今後の建設改良費を算出しました。

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

合計 141 452 390 887 387 457 837 407 649 280 280 390 650

農集 31 24 34 66 70 70 90 70 20 20 20 20 20

特環 62 53 140 174 114 114 134 84 76 76 76 76 76

公共 48 375 216 647 203 273 613 253 553 184 184 294 554
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３．投資・財政計画の検討結果
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■建設改良費

計画期間中の主な事業



３．投資・財政計画の検討結果
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■企業債

企業債の元金償還金は年々減少します。起債は各年の投資額に応じて増減しま

すが、令和14年度までは償還金を下回り、企業債の残高も減少する見込みです。

11

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

元金償還金 570 553 516 491 467 435 408 379 336 279 233

起債 171 389 220 252 392 213 308 133 146 197 308

企業債残高 5,231 5,068 4,772 4,533 4,458 4,236 4,136 3,890 3,699 3,617 3,692
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３．投資・財政計画の検討結果
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■経費回収率

公共下水道事業においては100％を維持しますが、特定環境保全公共下水道

と農業集落排水事業においては、使用料収入の減少や物価高騰の影響により減

少する見込みです。

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

公共 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

特環 83.0% 76.7% 63.3% 60.5% 58.7% 57.2% 55.8% 54.3% 52.9% 51.5% 50.1% 48.8% 47.8%

農集 49.7% 48.8% 40.3% 37.4% 36.3% 35.4% 34.6% 33.7% 32.9% 32.0% 31.2% 30.4% 29.8%

個別 55.8% 64.4% 52.6% 54.9% 49.2% 47.7% 46.4% 44.9% 42.2% 40.1% 40.0% 40.5% 41.1%
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３．投資・財政計画の検討結果
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■一般会計繰入金

特定環境保全公共下水道と農業集落排水事業において、経費回収率の減少に

伴い繰入金の割合が高くなりますが、企業債の元金償還が進むため全体では減

少見込みです。

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

合計 774 874 994 965 938 933 943 913 895 865 826 807 811
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４．経営戦略（案）について
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